
第２８回 サンアップルバドミントン大会 

競技規則（申合せ事項）について 

公益財団法人日本バドミントン協会競技規則を原則とし、サンアップル特別ルールを加え適用します。 

＊以下は参加状況により一部変更することがあります＊ 

 

１．招集について 

試合時間に各コートに集まること。試合開始時間に間に合わない場合は棄権とみなす。 

 

２．得点・ゲーム数・対戦方式 

（１）各クラス、リーグ戦、トーナメント戦ともに、得点、ゲーム数は以下のとおりとする。 

１１ポイント２ゲーム先取（３ゲーム目は５ポイント）とする。 

    ※各クラス参加チーム数によっては、対戦方式を変更する場合がある。 

（２）全試合において、スコアが最初に規定ポイントを得点したチームが、そのゲームの勝者となる。 

※例えば、スコアが１０オールになった時、最初に１１点ポイント目を得点したチームの勝利となる。 

 

３．組み合わせについて 

（１）予選リーグの組み合わせは、主催者側で抽選を行う。 

（２）決勝トーナメントの組み合わせは、予選リーグの結果により決定する。 

 

４．順位決定（リーグ戦の場合は、以下の順で勝敗を決定する。） 

（１）試合の勝敗数 （２）獲得ゲーム数 （３）くじ引き 

 

５．サービスについて 

サービスは正規のルールで行うが、審判の認める場合はこの限りではない。 

 

６．補助具について 

  補助具として、車いす、義足および杖の使用を認める。車いす、義足および杖はプレーヤーの一部とみなす。 

 

７．ネットの高さ・コートについて 

今大会の全てのクラスにおいて、ポスト（ネット）の高さは１．５５ｍとする。 

コートについて、車いすクラスはシングルスの標準コート、その他のクラスはダブルスの標準コートとする。 

 

８．大会中、負傷等により、その後の試合続行が困難となった場合について 

当該試合は対戦相手の勝利とし、それ以前の成立している試合結果は有効とする。 

それ以降の試合については、原則無効とする。しかし、ダブルスにおいては、パートナーが見つかる場合、オープン

での参加を認める。 

 

チャンピオンクラス・Aクラス・Bクラス 

 

１．ペアについて 

ペアの変更は、受付時に申し出ること。受付終了後のペアの変更は受け付けない。 

 

２．ダブルレシーバーについて【サンアップル特別ルール】 

（１）下肢障がいを有する者はダブルレシーバーの適用を希望することができる。ただし、試合開始前に審判に申請し

なければならない。 

（２）下肢障がいを有する者がレシーバーとなる場合、当人のパートナー（ダブルスのもう片方のプレーヤー）が、 

補助レシーバーとなり、レシーブエリアに入ることが出来る。 

①サーバーがサービス動作を開始する前に２人ともレシーブエリアに入っていなければならない。 

入っていなければ、そのプレーについて補助レシーバーを放棄したものとする。 

   ②補助レシーバーは本レシーバーを押しのけてレシーブするようなことをしてはならない。 

 

 

 

 



 

車いすクラス 

 

１．競技について 

 （１）競技規則は、公益財団法人日本バドミントン協会競技規則を原則とし、以下のルールを適用する。 

 （２）本競技は、シングルスのみとする。 

 

２．コートについて（図１・２） 

（１）センターラインから審判側の半面を使用する。 

（２）ラリー中は、ショートサービスラインから、ネット側のコート前方に落ちたシャトルはアウトと判定する。 

 

３．サービスについて（図３） 

（１）サービスが有効なコートの範囲は、ショートサービスラインからダブルスのロングサービスラインの範囲とする。 

（２）サービスはネットを挟んで対称の半面コートに打つとし、対角コートに打たない。 

 

４．車いすについて 

 （１）車いすは前方または後方に補助輪を備えてよい。また、主輪より前方または後方にあってもよい。 

 （２）プレーヤーの両足は車いすのフットレストに固定されていなければならない。 

 

５．フォルトについて（通常ルールに加えて） 

 （１）シャトルを打つ瞬間、プレーヤーの胴体（どの部分も）が車いすのシートに接していないとき。 

（２）フットレストに、両足または一方の足が固定されていないとき。 

 （３）プレー中に、プレーヤーの両足のどの部分でも床に触れたとき。 
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